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昨年度までの検討状況 
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－３２ｄＢｍ／８．３ＭＨｚ 
＝スプリアスマスク値（－２５ｄＢｍ／８．３ＭＨｚ）－所要改善量（７ｄＢ） 

昨年度の情通審報告書の記載事項 
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今回の追加検討事項 
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＜追加検討事項＞ 
昨年度の机上検討では、車内でＬＴＥ端末送信を行う場合のＩＴＳ車載器へ与える影響のうち、ＬＴＥ

１０、１５ＭＨｚ送信時の帯域内干渉について残項目となっていた。 
今回、ＬＴＥ１０、１５ＭＨｚ送信時の影響について、ＬＴＥ移動局の送信スプリアス特性実力値での実

験結果を基に考察した。 
 
＜検討の前提条件＞ 
ＩＴＳの周波数帯域を７５５－７６５ＭＨｚ、 
  ＬＴＥの移動局送信周波数帯をＡＷＧ帯域 
  と同じ７１８－７４８ＭＨｚとし、ＧＢ幅を 
  ７ＭＨｚとして考察 
 
ＬＴＥ移動局送信スプリアスの実力値を 
   考察するため、７００ＭＨｚ帯のＬＴＥ商用 
   移動局に実装されている（＊）フィルタと 
  送信アンプ特性を流用して考察した。 
 （＊） ７００ＭＨｚ帯のＬＴＥ商用移動局は、現時点では、 
  北米の３ＧＰＰ Ｂａｎｄ１２しか存在しないので、当該 
  帯域用のフィルタ特性等を周波数をシフトさせて流用 
  した。 

Band12 DUP減衰量 
-20dB@723MHz 

（748相当） 
716MHz 

（755相当） 
723MHz 

7MHz
離調 
⇒ 

Band12 DUP減衰量 
-60dB以上@733MHz 
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今回の追加検討結果 
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ＬＴＥ商用端末の送信スペクトラム実力値を考慮した検討を行った。 
その結果、ＧＢ幅７ＭＨｚにおいて、ＬＴＥ５、１０、１５ＭＨｚいずれにおいても、所要改善量は０ｄＢ未

満となった。 
  
 
 
 
 
 
 
 

ＬＴＥ端末フィルタ特性を 
加味した干渉電力値 
（ｄＢｍ／８．３ＭＨｚ） 

所要改善量 

ＬＴＥ５ＭＨｚ 
送信 

－６３．０ ０ｄＢ未満 

ＬＴＥ１０ＭＨｚ 
送信 

－４６．９ ０ｄＢ未満 

ＬＴＥ１５ＭＨｚ 
送信 

－４８．５ ０ｄＢ未満 
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ITSとの干渉検討結果まとめ 
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与干渉 

ITS送信 LTE上り送信 LTE下り送信 

被干渉 

ITS受信 
５MHz ※4 ※6 

７MHz ※7 
５MHz ※4 ※5 

LTE上り受信 ５MHz ※1 ※2 

LTE下り受信 ５MHz ※1 ※3 

※1 ITS送信マスクの改善、サイトエンジニアリングによる対処、LTE陸上移動中継局への受信フィルタ挿入、LTE

小電力レピータ運用上の干渉軽減要素、ITS不要輻射実力値等を考慮した値。 

※2 ITS路側機への送信フィルタ挿入を考慮した値。 

※3 LTE移動局の製造マージンを考慮した値。 

※4 サイトエンジニアリングによる対処、LTE陸上移動中継局への送信フィルタ挿入及びLTE小電力レピータ運用

上の干渉軽減要素、不要輻射実力値等を考慮した値。 

※5 LTE基地局への送信フィルタ挿入、ITS車載器の感度抑圧に関する実力値等による効果を考慮した値。 

※6 LTE移動局の不要輻射実力値を考慮した際における、チャネル幅５MHzの場合の最小ガードバンド幅。 

※7 LTE移動局の不要輻射実力値を考慮した際における、チャネル幅10、15MHzの場合の最小ガードバンド幅。 

ITSとの最小ガードバンド幅 
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